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科目の実務経歴 無学　　　科 鍼灸マッサージ科 学　年 期　別 通年

使用教材 適宜レジュメの配布あり 連絡先 金曜日の4限出校

評価方法
中間試験３０％、小テスト２０％(５％×４回)、期末
試験５０％

実務経験

小田原短大　乳幼児研究所　准教授
博士（医学）、小児衛生研究会（乳幼児
研究所主催）立ち上げ、多くの卒後研修
を受け持っている。小田原市子育て支
援センターにて、栄養発育相談を受け
持っている

履修上の
注意

　単元ごとの小テストが計４回あります。それらで行
う学習が、中間・期末試験にも関連しますので、しっ
かりと学習をしてください。

授業時間
外の学習

授業終了後、各自復習をしておくこと

アレルゲンの理解と食物アレルギーの対応（エピペ
ン）

体調不良時食への配慮（発熱・下痢）

障害児食への配慮（肥満・痩せ、障害）

食中毒の対応

アレルギー疾患の理解

炭水化物・タンパク質・脂質・ビタミン・ミネラル

成人保健からの栄養知識

体調不良時食への配慮（嘔吐・便秘）

障害児食への配慮（肢体不自由、誤嚥、窒息対応）

ビタミンの働き、代謝

ミネラル、食物繊維の働き

妊産婦の栄養（生活習慣病胎児発症説）

食事摂取基準

食中毒（感染症）の理解

後　　期

テーマ テーマ

消化・吸収、三大エネルギー

評価基準 評価：90-100点（A評価） 、80-89点（Ｂ評価）、70-79点（Ｃ評価）、60-69点（Ｄ評価）、59点以下（ Ｆ・不可）

授業科目名 栄養学 担当教員 三浦由美

授業の方法 講　義 単位数 2単位

学修内容
栄養・食育に関する基本的な知識と栄養アセスメントを習得させ、現場力に寄与する能力と態度を習得
する。

授業の
到達目標

Ⅱ医学的知識　　3人体に影響を及ぼす諸因子
　　　　　　　　　　　4疾病の予防と健康増進に関するアドバイス

Ⅴ社会貢献

授業計画

前　　　期


